
下 水 道 事 業 特 別 会 計
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決算額 増減率 決算額 増減率 決算額 構成比 増減率

1 使 用 料 及び手 数料 243,695 ▲ 1.8 247,562 1.6 240,380 24.4 ▲ 2.9

2 国 庫 支 出 金 350,270 380.2 535,080 52.8 281,235 28.6 ▲ 47.4

3 繰 入 金 73,000 ▲ 25.7 91,200 24.9 107,900 11.0 18.3

4 繰 越 金 11,871 43.2 17,728 49.3 15,787 1.6 ▲ 10.9

5 諸 収 入 3,613 260.9 20,256 460.6 27,545 2.8 36.0

6 町 債 373,900 233.8 536,600 43.5 311,300 31.6 ▲ 42.0

1,056,349 95.4 1,448,426 37.1 984,147 100.0 ▲ 32.1

※　端数処理のため各構成比の合計が100％にならない場合があります。

歳 入 合 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計 上　下　水　道　課

１．令和元年度　決算の概要

○　収入の状況

　令和元年度下水道事業特別会計決算額のうち、歳入総額は984,147千円で、そのうち主なものは使用料及び手数料として240,380千円、国庫支出金281,235千円、

一般会計からの繰入金107,900千円、繰越金15,787千円、諸収入27,545千円、町債311,300千円であった。 これらを構成比でみると、歳入総額に対し使用料及び手

数料24.4％、国庫支出金28.6%、一般会計からの繰入金11.0％、繰越金1.6％、諸収入2.8％、町債31.6％である。

　一方、歳出総額は967,091千円で、その主なものは汚水施設管理経費、桂川右岸流域下水道維持管理負担金等の管理費221,985千円、大山崎排水機場建設事業

を含む公共下水道事業費、桂川右岸流域下水道事業建設負担金等の事業費593,603千円、町債の元利償還金等の公債費143,367千円であった。これらを構成比で

みると、歳出総額に対し総務費0.2％、管理費23.0％、事業費61.4％、公債費14.8％、諸支出金0.7％である。

　また、令和2年3月31日現在における普及率は、人口比でみると、行政区域内人口16,137人に対し、供用開始区域内人口16,123人で約99.9％となっており、また面

積比でみると計画処理区域328ヘクタールに対し、下水道整備区域288.4ヘクタールで約87.9％である。

（単位：千円、％）

区 分
平成29年度 平成30年度 令和元年度
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決算額 増減率 決算額 増減率 決算額 構成比 増減率

1 総 務 費 123 ▲ 3.1 117 ▲ 4.9 1,617 0.2 1282.1

2 管 理 費 164,676 ▲ 6.4 169,601 3.0 221,985 23.0 30.9

3 事 業 費 725,196 285.8 1,101,243 51.9 593,603 61.4 ▲ 46.1

4 公 債 費 148,626 ▲ 9.8 147,930 ▲ 0.5 143,367 14.8 ▲ 3.1

5 諸 支 出 金 0 - 13,748 皆増 6,519 0.7 ▲ 52.6

6 予 備 費 0 - 0 - 0 0.0 -

1,038,621 96.4 1,432,639 37.9 967,091 100.0 ▲ 32.5

※　端数処理のため各構成比の合計が100％にならない場合があります。

決算額 増減率 決算額 増減率 決算額 構成比 増減率

9,986 ▲ 36.5 18,594 86.2 18,508 1.9 ▲ 0.5

148,626 ▲ 9.8 147,930 ▲ 0.5 143,367 14.8 ▲ 3.1

158,612 ▲ 12.1 166,524 5.0 161,875 16.7 ▲ 2.8

32,369 ▲ 14.8 30,622 ▲ 5.4 39,925 4.1 30.4

0 - 972 皆増 850 0.1 ▲ 0.4

122,444 0.1 119,530 ▲ 2.4 164,319 17.0 37.5

0 - 0 - 0 - -

713,509 321.3 1,088,383 52.5 585,980 60.6 ▲ 46.2

11,687 ▲ 37.2 12,860 10.0 7,623 0.8 ▲ 40.7

0 - 13,748 皆増 6,519 0.7 ▲ 23.6

1,038,621 96.4 1,432,639 37.9 967,091 100.0 ▲ 32.5

※　端数処理のため各構成比の合計が100％にならない場合があります。

人 件 費

補 助 費 等

公 共 下 水 道 事 業 費

流 域 下 水 道 事 業 費

○　性質別経費の状況

歳 出 合 計

貸 付 金

公 債 費

小計（義務的経費）

物 件 費

維 持 補 修 費

繰 出 金

歳 出 合 計

○　目的別経費の状況 （単位：千円、％）

区 分
平成29年度 平成30年度 令和元年度

（単位：千円、％）

区 分
平成29年度 平成30年度 令和元年度
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（単位：％）

※　端数処理のため各構成比の合計が100％にならない場合があります。

○　歳入歳出決算構成比表　

自主財源

39.8

依存財源

60.2

繰入金

11.0

使用料及び手数料

24.4

繰越金

1.6

諸収入

2.8
町債

31.6

国庫支出金

28.6 

歳入

984,147千円

100％

義務的

経費

16.7

任意的

経費

83.3

公債費

14.8 人件費

1.9

公共下水道

事業費

60.6 

補助費等

17.0

物件費

4.1

流域下水道

事業費

0.8

歳出

967,091千円

100％

維持補修費

0.1

繰出金
0.7
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(１) 目的別

(２) 借入先別

そ の 他 の 金 融 機 関 49,667 19,000 34 68,633

２．地方債現在高の状況

(単位：千円）

区 分

平成30年度末 令和元年度 令和元年度 令和元年度末

現在高　　（Ａ） 発行額　　（Ｂ） 元金償還額　　（Ｃ）
現在高

（Ａ）＋（Ｂ）－（Ｃ）

公 共 下 水 道 債 1,788,358 284,700 82,935 1,990,123

流 域 下 水 道 債 467,005 26,600 34,173 459,432

合 計 2,255,363 311,300 117,108 2,449,555

(単位：千円）

区 分

平成30年度末 令和元年度 令和元年度 令和元年度末

現在高　　（Ａ） 発行額　　（Ｂ） 元金償還額　　（Ｃ）
現在高

（Ａ）＋（Ｂ）－（Ｃ）

財 政 融 資 資 金 363,382 0 26,297 337,085

地 方 公 共 団 体 金 融 機構 1,323,169 292,300 25,504 1,589,965

簡 易 保 険 31,271 0 1,914 29,357

市 中 銀 行 487,874 0 63,359 424,515

合 計 2,255,363 311,300 117,108 2,449,555
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（単位：円）

有収水量 収入率

( ) (％)

291 2,257,334 1,254,884 40,789 961,661 55.6

353,070 5,727 37,974,139 37,968,530 5,609 100.0

361,353 5,723 40,676,264 40,670,216 6,048 100.0

419,085 5,733 49,046,634 49,034,997 11,637 100.0

324,281 5,759 35,765,232 35,725,925 39,307 99.9

356,732 5,767 38,789,472 38,574,620 214,852 99.4

337,798 5,773 37,907,731 37,134,382 773,349 98.0

2,152,319 34,773 242,416,806 240,363,554 40,789 2,012,463 99.2

収入未済額

３．下水道使用料収入状況調期別収入状況

件数 調定額 収入額
                                     内訳
  期別

計

6 期 分

5 期 分

4 期 分

不納欠損額

滞 納 繰 越 分

3 期 分

1 期 分

2 期 分
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